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背景

繊維強化複合材料積層板の層間破壊強度をASTM D6415のL字4点曲げにより測定いたします。

繊維強化複合材料積層板の層間破壊強度測定
（ASTM D6415 L字4点曲げ）

Cat.No 3E2J-178-00-211026

繊維強化複合材料（FRP）は、板厚方向の応力が面内の応力に比べ非常に小さいことから、構造物に適用する際に層間

剥離の発生が懸念されます。このような状況下で、複合材料積層板の板厚方向の力学特性、特に層間破壊強度や層間

破壊靭性の評価の重要性が増しています。層間破壊の進展課題についてはDCBやENF試験等による層間破壊靭性値を

用いて評価されてまいりましたが、層間破壊強度については一般的な評価手法がなく測定が困難でした。

荷重-変位カーブ

ASTM D6415 L字4点間試験の概要

ASTM D6415 L字4点曲げ試験の概要と結果

L字4点曲げは、はりの屈曲部を押し開くように荷重を与える際、屈曲部の板厚方向に大きな引張応力が発生することを

利用して間接的に層間破壊強度を測定する試験方法です。通常の４点曲げよりも、負荷時の試験片/治具間の摩擦低減

が求められるため、支点・圧子の支持部はベアリングが必須です。

板厚方向に膨らんで破壊

中央部拡大

θ0：約90℃

層間破壊強度-θカーブ
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